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Ver3.8.9で追加、修正された機能を説明します。 

 

・[手書きメモ] 近景、遠景を選択 

・レベル自動保存 

 

１、[手書きメモ] 近景、遠景を選択 

    要望がありましたので、追加しました。 

  「手書きメモ」にてカメラで、撮影した場合に 

  「その他条件」の  [手書きメモ] 元画像を点名称で保存 にチェックして 

  あると、複数のカメラ撮影データをファイル名に点名を使用して保存できます。 

  K1.jpg 、K1_1.jpg 、K1_2.jpg の様に。 

  この機能も、元々要望があり追加しました。 

  その要望は、近景と遠景を撮影し点名で管理したいというものです。 

  今回の要望は、K1_1.jpg 、K1_2.jpgというファイル名を 

  K1_近景.jpg 、K1_遠景.jpg とそのとおりの名称にする事です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

＜―― に条件が追加されています。 

    [手書きメモ] 元画像を点名称で保存 

    に必ずチェックを付けてください。 

 

 

 

（自動保存に、手書きメモの保存も含めました。 

 座標登録と同じ扱いという事です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

カメラで撮影すると、この様なダイアログが 

表示されます。 

 

連番：今でとおりの点名に番号が付きます。 

 

近景：この名称がファイルに付加されます。 

9R3_近景.jpg 

 

遠景：この名称がファイルに付加されます。 

    9R3_遠景.jpg  

 

整理する時に、判りやすいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ファイル一覧には、この様に表示されます。 

 

ここで更に、カメラで撮影し 

近景を選択した場合は、9R3_近景_1.jpgに 

なります。 

 

遠景を選択した場合は、9R3_遠景_1.jpgに 

更に撮影すると、9R3_遠景_2.jpgに。 

つまり上書きされないで、追加になりますと 

いう事です。 

 

ファイルは、現場フォルダの下の 

 MEMO/Camera フォルダにあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２、レベル自動保存 

  デジタルレベルでの測定を活用している方からの要望です。 

 条件の「レベル丁張」以外は、１データ測定毎にファイルに保存されます。 

 長い路線の場合など、安心できます。 

 

 

 

  

   


